
関東運輸局では、バリアフリー法に基づくマスタープラン及び基本構想に関する自治体の策定促

進や共通認識の醸成のため、「令和５年度移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・基本構想策

定支援セミナー」を開催しました。

本年度は、公立大学法人高崎経済大学大学院の長野准教授より「自治体のバリアフリー政策を充

実させるバリアフリーマスタープランと基本構想の役割」と題する基調講演をいただきました。

基調講演では、バリアフリーマスタープランと基本構想の策定について、策定のメリットや現場

で起きている課題例、庁内体制の整え方などについてお話いただきました。策定を進めるうえで、

行政・事業者・住民で一緒に考えて進めるものであること、参加できる機会を増やすことで参加者

の気づきや社会的責任の醸成が得られること、対立構造を避けるために有識者やコンサルタントに

第３者として間に入っていただくことの有用性など、様々な助言をいただきました。

また、目黒区都市整備部都市計画課より事例発表として、マスタープラン・基本構想の策定動機

や庁内調整、対象地区の設定方法や策定にあたり苦労した点等についてのお話をいただきました。

【参加いただいた方々からの主な感想】

・補助金の話等、知識として役立つ情報が多かったので良かったです。

・基調講演は悩ましい部分が整理される話が多く、促進方針検討の参考とさせていただきます。

・行政側が障害者団体や事業者との対立構図にならずに「共に学習する」ことができれば、バリア

フリー化を前進させることも出来るのではと考えました。

令和５年度移動等円滑化促進方針（マスタープラン）・基本構想策定支援セミナー
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【マスタープラン及び基本構想イメージ】

： 移動等円滑化促進地区

： 生活関連施設

： 生活関連経路

移動等円滑化促進地区
かつ重点整備地区

：

【教育啓発特定事業のイメージ】
公共交通の利用疑似体験

【公共交通特定事業のイメージ】
ホームドアの導入

○日 時：令和６年１月２２日（月） １４時００分～１６時００分（オンライン開催）

○参加者数：４６自治体

○次 第

１．制度説明 ：

「移動等円滑化促進方針及びバリアフリー基本構想作成支援について」

国土交通省総合政策局バリアフリー政策課

２．基調講演：

「自治体のバリアフリー政策を充実させる

バリアフリーマスタープランと基本構想の役割」

公立大学法人高崎経済大学大学院 准教授 長野 博一

３．事例発表 ：

「目黒区におけるマスタープラン・基本構想策定について」

目黒区都市整備部都市計画課

４．情報提供 ：

「関東におけるマスタープラン・基本構想の策定状況について」

関東運輸局交通政策部バリアフリー推進課

５．情報提供 ：

「バリアフリー化推進に関する支援制度等について」

関東地方整備局企画部広域計画課
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